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全
国
が
旧
美
歎
水
源
地
に
注
目

　
み
な
さ
ん
は
、
昨
年
保
存
整
備
が
完

了
し
、
一
般
公
開
を
始
め
た
国
府
町
に

あ
る
国
指
定
重
要
文
化
財
「
旧
美
歎
水

源
地
水
道
施
設
」
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。

　
実
は
、
２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）

４
月
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
て
以
降
、
月

に
５
０
０
人
以
上
が
来
場
す
る
人
気
ス

ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
静
か
な

雰
囲
気
に
癒
や
さ
れ
る
」、「
洋
風
な
建

物
が
か
わ
い
い
」、「
散
歩
感
覚
で
鳥
取

の
歴
史
に
触
れ
ら
れ
る
」
な
ど
、
県
内

外
の
幅
広
い
世
代
か
ら
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
小
・
中
・
高
等
学

校
の
遠
足
先
や
結
婚
式
・
成
人
式
の
前

撮
り
な
ど
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ

ン
ト
や
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
観
光
地
と
し
て
人
気
を

集
め
始
め
た
旧
美
歎
水
源
地
水
道
施
設

で
す
が
、
さ
ら
に
「
近
代
化
遺
産
」
と

い
う
側
面
か
ら
も
、
全
国
か
ら
支
持
を

受
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
、「
近
代
化

遺
産
」
と
し
て
の
旧
美
歎
水
源
地
に
つ

い
て
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
７
月
24

日
か
ら
26
日
に
か
け
て
本
市
を
中
心
に

開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
つ
い
て
ご
案

内
し
ま
す
。

日
本
を
造
っ
た
「
近
代
化
遺
産
」

　
幕
末
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
期
ま
で

の
間
に
、
近
代
的
手
法
に
よ
っ
て
建
設

さ
れ
、
我
が
国
の
近
代
化
に
貢
献
し
た

産
業
、
交
通
、
土
木
に
関
す
る
遺
産
を

「
近
代
化
遺
産
」
と
い
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
日
頃
使
っ
て
い
る
水
や
電

気
、
鉄
道
な
ど
の
都
市
基
盤
や
生
活
を

支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
・
文
化
の
多

く
は
、
幕
末
か
ら
明
治
、
大
正
、
昭
和

と
い
う
日
本
の
近
代
期
に
、
先
人
た
ち

が
海
外
の
技
術
な
ど
を
取
り
入
れ
な
が

ら
必
死
に
造
り
上
げ
て
き
た
施
設
や
シ

ス
テ
ム
が
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近

代
化
遺
産
は
、
私
た
ち
が
目
で
見
て
、

手
に
触
れ
る
こ
と
で
近
代
化
へ
の
情
熱

と
知
見
を
体
感
で
き
る
貴
重
な
資
産
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
旧
美
歎
水
源
地
水
道
施
設
も
そ
の
一

つ
と
し
て
、
長
き
に
わ
た
り
山
陰
地
方

の
近
代
化
を
け
ん
引
し
て
き
ま
し
た
。

近
代
化
遺
産
「
旧
美
歎
水
源
地
」

　
明
治
初
頭
、
水
道
施
設
の
ほ
と
ん

ど
が
外
国
人
技
師
に
よ
っ
て
設
計
さ

れ
る
中
、
鳥
取
市
は
日
本
人
技
師
と

し
て
初
め
て
上
下
水
道
を
設
計
し
た

三み

た田
善ぜ
ん
た
ろ
う

太
郎
を
顧
問
と
し
て
迎
え
、

１
９
１
５
年
（
大
正
４
年
）
に
全
国
で

も
早
い
段
階
で
「
純
国
産
型
」
の
水
源

地
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
１
９
１
８
年
（
大

正
７
年
）
９
月
に
発
生
し
た
大
型
台
風
に

よ
り
、
ア
ー
ス
式
の
貯
水
ダ
ム
が
決
壊

し
、
完
成
わ
ず
か
３
年
で
濾ろ

か過
施
設
を
含

め
、
下
流
部
の
集
落
を
流
失
す
る
悲
劇
が

起
こ
り
ま
す
。
鳥
取
市
は
こ
の
災
害
を
教

訓
に
、
貯
水
ダ
ム
を
堅
固
な
ダ
ム
と
す

る
た
め
、
日
本
初
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ

ム
の
建
設
に
従
事
し
た
佐さ

の野
藤と
う
じ
ろ
う

次
郎
に

設
計
を
依
頼
し
、
災
害
か
ら
４
年
後
の

１
９
２
２
年
（
大
正
11
年
）
に
給
水
を
再

開
し
ま
し
た
。

　
１
９
７
８
年
（
昭
和
53
年
）
に
休
止
す

る
ま
で
の
間
、
市
民
の
飲
料
用
と
し
て
用

い
ら
れ
た
ほ
か
、
陸
軍
第
四
十
連
隊
駐
屯

地
へ
の
供
給
や
蒸
気
機
関
車
に
給
水
す

る
な
ど
、
本
市
の
近
代
化
に
貢
献
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
１
９
８
５
年
（
昭

和
60
年
）
に
全
国
「
近
代
水
道
百
選
」
に

も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
を
鳥
取
市
で
開
催

　
近
代
化
遺
産
特
有
の
鉄
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
使
用
し
た
構
造
物
を
、
文
化

財
と
し
て
本
格
的
に
修
理
し
、
施
設
の

活
用
整
備
ま
で
実
施
し
た
事
例
は
全
国

的
に
も
少
な
く
、
旧
美
歎
水
源
地
の
保

存
整
備
は
、
そ
の
先
進
事
例
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
近
代
化
遺
産
の
所

有
者
、
活
用
団
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

市民フォーラム
第 22 回全国近代化遺産活用連絡協議会鳥取大会
１日目
日　時　　令和元年 7 月 24 日（水）
　　　　　13:30 〜 17:00
会　場　　とりぎん文化会館　第１会議室
テーマ　　「近代化遺産における近代水道施設を考える」
　13:30 〜 14:00　顧問挨拶・開催市挨拶・来賓挨拶

　14:00 〜 15:00　講演　岡
おかだまさあき

田昌彰（近畿大学教授）
　　　　　　　　　　「歴史的水道の見どころ
　　　　　　　　　　　　　〜国内外の活用事例」
　15:15 〜 17:00　事例報告・パネルディスカッション
　　　　　　　　　　「水道遺産をまちの目玉に！
　　　　　　　　　　　全国の近代水道施設との連携をめざして」

２日目
日　時　　令和元年 7 月 25 日（木）9:00 〜 11:30  ※雨天決行
会　場　　旧美歎水源地水道施設（国府町美歎地内）
　　　　　芝生広場　※特設ステージ
テーマ　　「近代化遺産の鉄とコンクリートを保存する」
　  9:00 〜 10:00　事例報告
　10:00 〜 11:30　現地説明会

特集　【鳥取市発】山陰最古の近代水道施設
旧美歎水源地から全国へ

「近代水道施設ってオモシロイ！」
問 第二庁舎文化財課　

　
0857-20-3359　 0857-20-3050

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
「
近
代
化
遺

産
活
用
連
絡
協
議
会
」の
全
国
大
会
が
、

本
市
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
近
代
化
遺
産
の
中

で
も
旧
美
歎
水
源
地
水
道
施
設
の
よ
う

に
近
代
期
に
造
ら
れ
た
「
近
代
水
道
施

設
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
現
役
稼
働

中
の
水
道
施
設
を
含
め
た
全
国
の
施
設

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
見
ど
こ

ろ
や
面
白
さ
、
旧
美
歎
水
源
地
水
道
施

設
で
実
施
し
た
保
存
整
備
の
特
徴
な
ど

を
、
２
日
間
に
わ
た
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

お
伝
え
し
ま
す
。

　
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
ど
な
た
で
も
参
加

す
る
事
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
近
代
化
遺

産
の
素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

春には水源地稼働時より植
えられている桜の大木が満
開となり、来場者を迎えま
す。

バルブの覆
おおいや
屋には、大正時代の新工法が用いられており、全国でも貴

重な現存例です（写真左）。ガイダンス施設では、水源地の歴史や仕組
みが学べるほか、当時の資料などが展示されています（写真右）。

【入場無料・予約不要】


